
［成果情報名］乳牛乾乳期間短縮による負のエネルギーバランス改善効果 

［要約］乾乳期間を 40 日に短縮すると、泌乳ピーク期間における負のエネルギーバランス状態が軽

減される。周産期病発生および体重減少の抑制、繁殖成績改善の効果が示唆され、給与蛋白量110％

程度で効果が安定する傾向がある。 
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［背景・ねらい］ 

初妊牛や飼料価格高騰により脆弱性を増す酪農経営において、乳牛の供用年数延長は、経営強

靭化に加え、アニマルウェルフェアの観点からも重要度が高い。搾乳牛の分娩前後に多発する周

産期病は、廃用の原因となる場合も少なくなく、重症化には乾乳期の飼養管理が影響する。現状

の飼養管理は、分娩後の泌乳ピークを最大化する方向で進んでおり、乳牛には泌乳初期の乳量（養

分要求量）に飼料摂取量が追いつかない状態（負のエネルギーバランス）が必然的に生じる。乾

乳期間短縮は、乳腺細胞の再生に制限をかけ、負のエネルギーバランスを改善する方法のひとつ

として検討が進められているが、生産性に関する効果は一様でなく、牛の個体差の影響を受ける

と考えられる。そこで乾乳期間を短縮した場合の給与蛋白水準の異なる試験区を設け、牛の個体

差によって生産性に関する効果が減衰しにくい飼養管理法について検討した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．乾乳期間を 60 日から 40 日に短縮すると、泌乳ピークとなる分娩 60 日後までの日平均乳量は

低下しないが、乾物・可消化養分総量（TDN）の摂取量および充足率が改善されるため、負のエ

ネルギーバランスが軽減される（表１）。 

 

２．乾乳期間を 60 日から 40 日に短縮すると、周産期病発生および体重減少が抑制され、その後

の受胎に要する日数が短縮される傾向がある（図１）。 

 

３．乾乳期間 40 日における給与蛋白量について、110％充足すると、60 日間乳量、DM・TDN 摂取

量・充足率のばらつきが小さく、体重減少率や繁殖成績が改善される傾向がある（表１、図１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．乾乳期間を短縮すると、1乳期あたりの総乳量が低下する可能性がある。305 日（325 日）乳

量および長命連産性等への効果については今後も検討を継続する。 

 

２．過肥・削痩がみられる牛への適用は、体重調整期間が短くなるため注意が必要である。 

 

３．乾乳期間短縮と、強肝剤給与（乳量を増やす方向の効果）を併用すると、周産期病抑制効果

が打ち消される可能性がある。 

 

４．乾乳期間短縮は、アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理としても活用できる。 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

表１ 乾乳期間実績、乳量、飼料摂取量の比較        表 2 供試牛の年齢・産次 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 分娩直後の体重を 100%とした場合の体重変化、周産期病発生状況および繁殖成績の比較 
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